
まちづくり計画部市街地整備課

第4回 令和3年7月11日（日）9:30〜12:30

まもなく開始します

鎌倉市本庁舎等整備

市民対話ワークショップ



お知らせ
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■お知らせ

・ワークショップ中はマスクの着用をお願いし
ます。

・体調がすぐれない方は事務局までお申し出く
ださい。

・広報・記録用にワークショップの様子を撮影
（写真、動画）させていただきます。撮られ
ると困るという方は目印となるバッチをお渡
ししますので事務局までお知らせください。



本日の流れ



第1部：オリエンテーション 9:30〜9:50 【20分】

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと本日のワークショップの進め方について/15分（arg）

第2部：グループワーク 9:50〜12:00 【130分】

1. グループリーダーを決めよう/5分

2. 自己紹介・アイスブレイク/10分

3. グループ対話・共創_テーマ1/50分

計画シートを基に、テーマ1のポスターのラフをつくってみよう

＜休憩/10分＞

4. グループ対話・共創_テーマ2/50分

計画シートを基に、テーマ2のポスターのラフをつくってみよう

＜休憩/5分＞

第3部：共有 12:00〜12:30 【30分】

- 全体発表（ポスターの中間報告）：3分×5グループ/15分

- 本日のまとめと次回に向けて/10分（arg）

- おわりに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く

■市民対話ワークショップ：第4回プログラム
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はじめに



これまでの振り返り



新たな本庁舎の整備
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鎌倉市役所現在地の利活用



■鎌倉市役所現在地の利活用におけるポイント

鎌倉市役所（現在地）

～利活用の基本方針～

●市民サービスの提供・公共

施設再編と民間機能の導入

による賑わいや憩いの創出

鎌倉駅直近において様々な魅力を発信

することで鎌倉のブランド力向上・新

たなライフスタイルの提案・「住みた

いまち鎌倉」の実現を目指す。

「鎌倉市公的不動産利活用推進方針」より
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民間機能
（新たなライフスタイル）

■現在地利活用におけるビジョンの考察

ITやデザインを活かし、日常を豊かにする共創拠点の創出
（市民の日常を包み支えるIT・デザイン）

日常の暮らし

鎌倉ブランド
市民自治
市民参加

社会へのタッチポイント
（接点）

文化へのタッチポイント
（接点）

図書館

ホール・ギャラリー
（生涯学習センター）ミーティング

スペース

市民サービス
窓口
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■現在地利活用におけるビジョンの考察

鎌倉をよりよく生きる／鎌倉でよりよく生きる

賑わいや憩いをデザインしていく

15

ITやデザインを活かし、日常を豊かにする共創拠点の創出
（市民の日常を包み支えるIT・デザイン）



第1回レポート
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第2回レポート



開催概要

鎌倉市本庁舎等整備 市民対話 ワークショップ 第２回

◆開 催 日 ：令和３年（2021年）４月17日（土）

◆開催形式：オンライン

◆参加人数：31名

◆概 要：前回グループで対話を行った「新たな本庁舎」と「鎌

倉市役所現在地」の２つのテーマに対して“わたした

ちにとって”という視点で対話を深めました。

Outline

対話終了後のフォトセッションの様子
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1Theme
対話テーマ

新たな本庁舎の役割として、「困っている人に寄り添う」「ユニバーサルデザイン」「マイノリティの人達との自然な共

存」など利用者の多様性に配慮した「インクルーシブ」な場所とすることが重要であるというキーワードが挙がりました。

また、深沢地域と鎌倉市役所現在地の違いを理解した上で、深沢地域では「行政区域の場所の有効活用」を図り「音楽」や

「スポーツ」など「文化の発信地」となることが期待されていました。

Aグループ

2030年、わたしたちにとって新たな本庁舎の役割はどういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

・・・・・・・・・
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Theme
対話テーマ

鎌倉市役所現在地は、鎌倉駅直近かつ角地という「好立地」を活かし、「広場と図書館」「カフェや託児所」「市民向け

の」施設など「まず寄ってみる」「用事がなくても立ち寄れる」場所となると良いのではといった視点や、市民活動が盛ん

な地域であることを踏まえ、「新しい団体との交流」や「市民活動を活発に」行えるスペースが必要なのではないかという

視点で対話を行いました。また、鎌倉の歴史・文化について発信できる機能・ソフトの充実が必要なのではという視点でも

対話を行いました。

Aグループ

2 2030年、わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

・・・・・・・・・

費用感は要検討
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第3回レポート



開催概要

対話終了後のフォトセッションの様子

鎌倉市本庁舎等整備 市民対話 ワークショップ 第3回

◆開 催 日 ：令和3年（2021年）5月16日（日）

◆開催形式：オンライン

◆参加人数：22名

◆概 要：これまで行ってきた対話の内容を伝えるためのポスター

づくりに向けて、どんな人に、何を、なぜ、どこで伝え

たいかについてグループで話し合いました。

Outline
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何を伝えたい
どんな人たちに

伝えたい

•鎌倉市のそれぞれの地

域の人

•市長・市職員

•すべての人、特に若い

世代、子育て世代

•鎌倉市民（鎌倉市をよ

く知らない、好きじゃ

ない人も含めて）

•中学生、高校生、大学

生（学生の「鎌倉好

き」の想いを実行力に

つなげる）

•深沢地域と鎌倉市役所現在地の違

い・あり方の方向性

•インクルーシブな鎌倉（多様性）

•今ある最低限の機能＋デジタル化

の推進（デジタル・リアルが上手

く融合し苦手な人も安心できる）

•つながる、つなげるというテーマ

（人と人、新と旧、世代間、地域

間、鎌倉内と外、鎌倉と世界）

•多世代の交流・コミュニティの場

•みんなで創っていく場、市民のコ

ミュニティに職員が入っていくよ

うな双方向の形も実現していきた

い。

•「集まれる」ことの大切さ

•おしゃべりしたり、体を動かして

遊んだりする場所が必要

A

B

C

E

F

•市のやりたいことを伝え

てもらった上で、合議を

進めて欲しい

•鎌倉駅のロータリー

等の誰でも目がつく

ところ

•何が変わるのか、変わるこ

とで生活がどう変化し、ど

う楽しくなるか

•職員に対しては市役

所内、市民に対して

は回覧版やお店

•多くの市民に関心を持っ

てもらいたい

•市役所、公共施

設、学校、駅、広

報、WEB・SNS

•理解を深めて欲しい。

•地域の人が知ることで地域

力を上げたい。

•何気なく市民が通

り過ぎる場所

•YouTubeなど

•学校の掲示板

•鎌倉市のSNS

•「集まれる」ことにより交

流やつながりが生まれる

なぜ伝えたい どこで伝えたい

対話テーマ１
Theme

2030年、わたしたちにとって新たな本庁舎の役割はどういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

・・・・・・・・・

グ
ル
ー
プ

※Dグループは人数等を考慮し各グループに割り振りました。26



•市民17万人

•行政

•市民の皆さん

（何がしたいかを市民

自身で考える）

•住んでいてもイベン

トなどの情報を知る

機会が少ない人

•深沢地域に移転する理由

•ヴィジョンを示し合意が得られ

てきたらワクワクするテーマを

•素敵な図書館が欲しい

•分かりやすく示してほしい
•内容によって伝える場所

も決まってくる

•子育て世代・子ども・若者を支

える場所であって欲しい

•若い子（中高生）が参加でき

る、やりたいことを実現できる

場が必要

•子どものための場所が少な

い

•鎌倉らしさを大事にしたい

•職員に対しては市役所内

•市民に対しては回覧版や

電車、駅

•鎌倉を知るハブ機能であって欲

しい

•古い鎌倉・新しい鎌倉どちらも

意識

•災害時にも役立つ

•古い鎌倉・新しい鎌倉どち

らも伝えたい

•歴史を大切にしつつ、未来

に進んでいく新しい鎌倉を

伝えたい

•WEBメディア（youtube、

SNS）

•動画で効果的に伝える

•図書館や歴史を感じられる場所

ができ、そこに気軽に立ち寄れ

るようになって欲しい

•発表の機会や、交流が生まれる

場所にしたい

•Youtube

•ポスターなどの紙媒体

•鎌倉の情報を知る機会が少

ないので、住民にとっての

「情報センター」のような

場所が必要

対話テーマ２
Theme

・・・・・・・・・
2030年、わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

A

B

E

F

何を伝えたい
どんな人たちに

伝えたい なぜ伝えたい どこで伝えたい

グ
ル
ー
プ

※Dグループは人数等を考慮し各グループに割り振りました。

※Cグループは時間の都合上、テーマ２を実施しませんでした。
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〈共創〉ワークショップ
プログラムについて



■市民対話ワークショップ：目標

「周知・意見聴取」といった1方向のコミュニケーション
から〈共創〉ネットワーク型の市民参画へ

〈共創〉に取り組んできた鎌倉市だからこそできる
地域を「共につくる」ワークショップの実践

※共創とは：ともに考え、ともに創ること
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鎌倉市民や鎌倉市に関係する人びとの協働・参

画によって、鎌倉市の日常を支える公共施設、

公共空間のあり方を行政と市民と事業者が一体

となって検討できる場を育てていきます

1. 協働・参加型のデザイン

■市民対話ワークショップ：実践方針
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鎌倉市民や鎌倉市に関係する人びとが主体的に

関わり、自分たちのまち、自分たちの地域の公

共施設や公共空間をどのようにつくり、運営し

、利用していくのかについて、まずは「わたし

ごと（自分ごと） 」として考え、そこからさら

に「わたしたちごと」として捉えていきます

2. わたしたちごと化

■市民対話ワークショップ：実践方針

・・・・・

・・・
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市民協働によって、ウィズコロナ･ポストコロナ

といった新しい時代における、鎌倉市の日常、

鎌倉市らしさを見つめ直し、鎌倉市の可能性と

課題を再発見します

3. 地域の可能性と課題を再発見する

■市民対話ワークショップ：実践方針
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‣ 1回の発言は1分までにしよう

‣ お互いの話を聴こう

‣ お互いの発言に対する否定・遮りはしない

‣ ともに考え、ともに手を動かし、ともにつくろう

‣ 答えを出さなくても大丈夫、問いを発見しよう

■市民対話ワークショップ：基本ルール
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■市民対話ワークショップ：全5回の流れ

オンライン開催

対面開催

第1回：3月 第2回：4月 第3回：5月 第4回：7月 第5回：7月

新たな本庁舎の役割を考え、使い方を創造する

鎌倉市役所現在地の場所性を考え、あり方を想像する

想いを形にし、共有するためのポスターをつくる

オリエン

市民が持続的にプロセスに参加することができる機会を創出し、

こうした市民の参加を、実践としての「共創」へとつないでいく
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〈共創〉ワークショップの目標
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■市民対話ワークショップ：目標

ポスターをつくります！
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何のポスターを？

ポスターをつくります！

■市民対話ワークショップ：目標
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〈対話・共創テーマ2〉

2030年、

わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

第1回、第2回で取り組んだ2つのテーマ

■市民対話ワークショップ：目標
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〈対話・共創テーマ1〉

2030年、

わたしたちにとって新たな本庁舎の役割は

どういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）



第1回、第2回で取り組んだ2つのテーマ

それぞれのテーマで考え、対話した中で
最も大切にしたいことを、

ポスターにしてみんなに伝えましょう！

〈対話・共創テーマ1〉

2030年、

わたしたちにとって新たな本庁舎の役割は

どういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

〈対話・共創テーマ2〉

2030年、

わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

■市民対話ワークショップ：目標
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なぜ、ポスターをつくるのでしょう？

想いを伝える、共有する

ともに考え、つくる仲間を増やす

ポスター=ヴィジュアル×言葉
伝えやすい、共有しやすいメディア

■市民対話ワークショップ：目標
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※画像引用：PR TIMES -【そごう・西武】幕内最小の力士「炎鵬」を広告モデルに起用
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000497.000031382.html

（最終閲覧日：2021年5月6日）

※画像引用：ブレーン - 感謝の気持ちを伝える100周年広告
https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?
（最終閲覧日：2021年5月6日）

■市民対話ワークショップ：目標
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https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000497.000031382.html
https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?


※画像引用：福地町立図書館・歴史資料館ふくちのちができるまで
https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?
（最終閲覧日：2021年5月6日）

■市民対話ワークショップ：目標
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https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?


なぜ、ポスターをつくるのでしょう？

想いを伝える、プロセスを共有する

ともに考え、つくる仲間を増やす

ポスター=ヴィジュアル×言葉
伝えやすい、共有しやすいメディア

■市民対話ワークショップ：目標
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みんなが持続的に参加できる
〈共創〉のプロジェクトへ

みんなでポスターをつくり、
ポスターを通じで想いを共有する

■市民対話ワークショップ：目標
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グループリーダーを決めよう
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グループリーダー

=
ポスター制作の監督
（進行管理）
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自己紹介・アイスブレイク
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■自己紹介・アイスブレイク

自己紹介とあわせて
鎌倉を色とオノマトペ
（擬音語・擬態語）で
表してみてください
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本日のグループワーク
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第1部：オリエンテーション 9:30〜9:50 【20分】

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと本日のワークショップの進め方について/15分（arg）

第2部：グループワーク 9:50〜12:00 【130分】

1. グループリーダーを決めよう/5分

2. 自己紹介・アイスブレイク/10分

3. グループ対話・共創_テーマ1/50分

計画シートを基に、テーマ1のポスターのラフをつくってみよう

＜休憩/10分＞

4. グループ対話・共創_テーマ2/50分

計画シートを基に、テーマ2のポスターのラフをつくってみよう

＜休憩/5分＞

第3部：共有 12:00〜12:30 【30分】

- 全体発表（ポスターの中間報告）：3分×5グループ/15分

- 本日のまとめと次回に向けて/10分（arg）

- おわりに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く

■市民対話ワークショップ：第4回プログラム
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■市民対話ワークショップ：本日のグループワークの進め方

ポスター計画シートを基に
ポスターの内容について

考え、対話する

描いたり、切って貼ったり、
実際に手を動かしてみる
（得意なことを生かそう）

ポスターのラフをつくる
（時間があれば2案、3案
とつくってみよう）

1 2 3

？
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d）どこで伝えたい

■市民対話ワークショップ：ポスターにどのようなメッセージを込めるのか

c）なぜ伝えたい

b）何を伝えたい

a）どんな人たちに伝えたい

•鎌倉に誇りを持つみなさん

•鎌倉で生まれ育った中高生

•鎌倉へ移住してきたみなさん

•市役所で働くみなさん

等…

みんなで考えてみよう

•関心を持ってほしい

•共創に参加してほしい

•コミュニケーションしたい

•想いを実現したい

等…

•市役所、図書館等の

公共施設

•学校

•駅

•まちなか

•ウェブ

等…
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■市民対話ワークショップ：ポスター計画シート テーマ①（本庁舎）

•特に若い世代へ

•つながる、つなげるというテーマ

（人と人、世代間、地域間、鎌倉内と外、鎌倉と世界、新と旧、
など様々なつながり）

（まだ十分に市民に認識されていない）

•市役所、図書館、子育て支援施設等の公共施設

•前提として対象はすべての人

•世代に合わせて手法を選択していく

•すべての人が対象だが、広めるためには若い世
代への訴求が重要（攻めてもいいのでは）

•子育て世代に向けることで活性化される

•ウェブを活用して若い世代に向けて伝える

•つながる、つなげるために本庁舎（市役所）が何が
できるのか

•対話を促進するようなポスター「みんなで本庁舎（市役

所）について考え対話しましょう！」

•多くの市民に関心を持ってもらいた

い

•鎌倉市のこれからを心配している

•学校、子どもが集まる施設

•駅、まちなか

• WEB、SNS→ネットを効果的に活用

•広報かまくら、タウンニュース等の紙媒体

日常の中で
触れることが
できるように！

グループＣ

c）なぜ伝えたい

b）何を伝えたいa）どんな人たちに伝えたい

d）どこで伝えたい
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■市民対話ワークショップ：ポスターをつくるためのフォーマット、素材

パターン1 パターン2 パターン3 パターン4
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パターン1 パターン2 パターン3 パターン4

写真が入ります（レイアウトは自由）
※自身で撮ったものに限る

■市民対話ワークショップ：写真の利用について
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■市民対話ワークショップ：グループワーク
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全体オリエンテーション
グループワーク（Ａ・Ｂ・Ｃ）キッズスペース

グループワーク（Ｅ、Ｆ）

Ａｒｇ



第1部：オリエンテーション 9:30〜9:50 【20分】

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと本日のワークショップの進め方について/15分（arg）

第2部：グループワーク 9:50〜12:00 【130分】

1. グループリーダーを決めよう/5分

2. 自己紹介・アイスブレイク/10分

3. グループ対話・共創_テーマ1/50分

計画シートを基に、テーマ1のポスターのラフをつくってみよう

＜休憩/10分＞

4. グループ対話・共創_テーマ2/50分

計画シートを基に、テーマ2のポスターのラフをつくってみよう

＜休憩/5分＞

第3部：共有 12:00〜12:30 【30分】

- 全体発表（ポスターの中間報告）：3分×5グループ/15分

- 本日のまとめと次回に向けて/10分（arg）

- おわりに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く

■市民対話ワークショップ：第4回プログラム
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■市民対話ワークショップ：次回に向けて

ポスターに使いたい写真を

印刷して持ってきてください
• 自身で撮った写真に限ります
• 前に撮ったものも、新たに撮ったものもOK
• 肖像権（プライバシー権）に注意すること
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第5回 令和3年7月31日（土）9:30〜12:30

鎌倉市深沢学習センターホール

鎌倉市本庁舎等整備

市民対話ワークショップ

（新型コロナウイルス感染状況等により変更となる場合があります）

まちづくり計画部市街地整備課


